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家蚕繭層水溶液の呈色反應

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　婚1
金子英雄

1．緒　　　奮　　　　　　　　　　　　「

　白繭々暦を水と共に煮沸してえらる玉水溶液は殆んど無色なるもの或は淡微黄色を呈しその色は解

葡悪きもの程深き傾向を有することを見たり。白繭々居色素に關しては近年奥正巳氏の研究ありて白

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　L繭麿アル＝一ル測腋中にはフラボ壌概糖休の存在を認めたり。フラボン酬淋は無色なれどカ1水

分解すれぱ黄色となるを以て繭暦煮沸申一部加K分解を起したるものと考へらる。’ ｧしてフラボン島

色素は酸性で無色アルカリ性で1’絶に攣九繭暦水溶脚哩曹、最酸曹達、珪囎達、7－　2｛モ訂水

及苛性アルカリ等を滴下すれぱ淡黄色を呈することはよく知られたる所なり。憂らにFeC1粛芝により

線褐色を呈し娘基性酷酸鉛をカllふれば微黄色の沈澱を生歩。此所に於「（iは色素の本休について論する

に非らす水溶液中に存する色素休や峯難休等に零る塾色反悠を定性的に簡輩に蓮べむE！：する1もゐな

り・㌣乎ン脚によるヴ功ツ咽暉に關しTは蜥畔す・．、　　　．．

　勲．繭層水溶液の黄化反磨　　　　　　H　　・　　　　　　　　　P　’1…∴’

　前節で述ぺし如く解好不良なるものは一般に30分聞繭暦を賞譲弗せるノ喪溶液は淡微黄色を呈する傾向

を有し且つアルカリ性物質を加ふれば黄化し一層朋瞭なり。浸も簡軍に槍するには水溶液2－3c．c、を

小試瞼管に取り之れに生石荻の小塊を投すれば著しく黄化呈色す。今一例をあぐれば次の如し。

　　　　　　　　　解　金予　良　　　　　　　　　　解　好　中　　　　　　　　　　解静不良」
　　　　　　　　　　　　ずく　　へぢ　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　ー＿．－　　　　　　　　　　　N　　　げ　．“－－．－　　
　　　　　　濃渡三（％）　　　　暴　色　　　濃慶（％）　　　　暴　色　　　濃度（％）　　　　墨　色

　　　　　　　O．‘a5　　かすかに淡黄　　　　　0．27　　　　　1炎　黄　　　　　O。26　　　　　　i黄

　　　　　　　疋｝．32　　淡々微黄　　　　　　　0．38　　　　黄　　　　　　　0．亜O　　　　　　深　黄

　　　　　　　〔｝．91　　　ギ炎　　卍苛

之れ水溶液中に存せる色素によるものなれば繭暦水溶液に等量のアルコールを蜘ヘセリシンを凝圃沈

澱せしめて櫨過分離せるアルコール水溶液も同檬皇す。但し稀輝せらるS爲め繭居水溶液のみの傷合

に比し色うすく且つ美麗ならす。かSる黄化反鷹を畠する物質はフラボン圏色素以外にグリココルあ

り、グリココルの水溶液に生石次の一塊を加ふれば淡々黄色を誰す。但し此の瘍合は牟時間位圏して

油ゆ、禽アルコールをカllへ溶解性を増加せしめたるグリココル水溶液は生石次によりて淡綴色味を帯

べる鮮黄色となる。但レー夜放置すれば荻紫色に攣す。

3・アルコール水溶液の呈色反鷹

　繭暦水溶液に等最のアルコールをdJllヘセリシンを分離せ為アルコール水溶液につき實験す。この液

はよくKMllqを邊元す。
　（A）　E1〕ge1氏反慮

　グリココル液にフエノールとNaOC1液を加ふれば美くしき青色を皐する事は四一卜飴年前にEug・
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el氏によりて見出され充るものにして之を】丑nge1氏反慮と呼ぶ。然才Lどもこの皐色反慮は0・FUr七h

氏の實験せる如くグリココルにのみ鞍有なるもの非すアムモ＝ヤ、共の捕及びヴユレツト等も呈する

ものなり。たL“グリココルの傷倉はその青色は深く且つ長時聞呈色を攣ぜざる特徴を有す。

今繭暦炎沸水溶液アル＝一ル液2・．・・に5％フ」一ノ・6享｝舵1・25％N・OCI拠・4e・c・勧li耕Lば育色

を県す，，殉セリシン分散繭暦水溶液も同じく裂すれど2時閥位にして鴻ゆ。呈する瀞色は同一濃度に

就きては解鰍晦によりて大差を認め難肺ど角糊慰きも瞬猛やs〒絶深き傾髄示す。

　同一條件で県色する物質は次の如し。

（a）　30分以内で早く青色漕ゆるもの

　チ・シン、・イシン、グルタミン酸、叢寵化アムモ＝ウへ硫酸アムモ＝ウX・・炭酸アムモ＝ウへ

　酷酸アムモ＝ウ2、、絢偲酸ア」、モ＝ウム及ペプトン等

（b）　二時闇位で膏色の溝ゆるもの

　アスパラギン、アラnン、アムモニア水

（0）比較的青色の安定なるもの

　アスパラギン酸、蔭酸アムモ昌ウム

（d）歎日闇安定なるもの

　グリココル、セリシンをアルコールにて汎澱分別せるフk溶液。（グリゴコル稀薄液に比して綜色味

　を帯ぶ、之れ他の況在物の存在によるものと考へらる）

之れより繭暦アルコール液のEnge1氏反鷹はグリココルの反慮に最も類似し且つアスパラギン酸確酸

アムモニウム等にも關聯を有するものと考へらる。解傍悪きものにi多く存すと稻せらるβセリシンは

αセリシンに比してその成分としてグリココル及びアスパラギン酸量を特に多く含有することは井上

柳謝専士の報告せる所なり。從ってグリづコル及びアスパラギン酸等の一部分は繭暦煮沸rFに遊離し

來りたるものに非ざるや。解幣悪きもの程溶液のPHf直大な弓傾向を有すしは巳に報告せし所なりn

更らにグリココルやアスパラギン酸のアノしコール溶液は紫外線によりて特に鮮紫色の螢光を呈するも

のなり。

　（B）Makris氏反感
　Makris（1£31）氏はアムモ昌ア含有溶液ユOc・c・に2滴の5％タン昌ン溶液及びコ滴の20％硝酸銀溶液を

加ふれば1分位にしてアムモ呂プの含鐙如何により鮮黄、黄椎、赤椎色等を呈する事を見たり。之れ

コロイド銀の生放によるものにして之れをMak廊氏反慮と総す。

（a）　セリシンをアルコールにて沈澱分別せる液に就きMaklis氏反慮を行へば最初は僅かに白く霞

　み5分位にしてや玉黒昧を帯べる淡褐黄色となる。アムモ＝アの如く速かに呈色せざることL始め

　霞む特性を有ζ。而して同一濃度に於ける県色は解欝によりて大差を認め難けれど解岱よきものS

　方♂是色淡きf頃P℃を有す。

（b）　修酸アムモニウム

　1　akris氏反鷹は最初白く霞み後禍色となり繭暦アルコール溶液の呈色に類似す。之れ始めの霞は

　コロイド歌後酸銀の生域によるものにして濃度大なる時は勿論白色沈澱を生す。

（C）淡酸アムモニウムと酷酸アムモニウム

　炭酸アムモ禺ウムは褐費’色となり酷酸アムモニウムは淡紅禍色を呈す。

（d）グリココル

　最初は白く霞み後次策に荻色を皐す。濃度大なる時は白色沈澱を生ナ。

（e）　共他のアミノ酸やアムモニウ抽は何等呈色せつ㌔

之れより繭暦アルコール溶灌の皿akris氏反憾はvs．．t酸アム；e・＝ウム、淡酸アムモニウム3ζはグリココ
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　」tのそれに類す。勿論之等が繭麿中にイFする傷合は極めて少最なればなb。

　　（C）　濃硫酸との反憲

　繭贋アルコール液0、5G・c・に3％αナフトー・ル酒精液3滴と5c．Cl．の冷7丹％H2　SO．1（メノLク製を∫ljふ）を加

　へて漉和すれば黄線色を呈す。之れモーリツシユ氏反慮にして葡萄糖の如き淡水化物の輻合は美麗な

　る紫赤色を呈す。繭隣アルコール液の羅色に近きものに認多酸アムモニウム及びグリココルあり、アル

’コールの存在に於て一暦呈色顯醤なりo

　　峨．結　　　果

（1）家慧繭水溶液の呈色反臆｛を定性的に實験せる系吉果は次の如し。

　（イ）　アルカリによる黄化反慮は生眉次の小塊をカ1ふるを最も便としグリココル、アルコール液も

　　　同様黄化反鷹を呈す。

　（ロ）　繭暦アルコール液は1丑11gel氏反鷹にょりて青色を呈す。呈色の長く保たれる黙よリグリココ

　　　ル、．アスパラギン酸、謄酸アムモニウム等の反慮に類す。

　（ハ）繭暦アルコ・一　）L液はMakris氏反悠により始めは白くかすみ5分位にして黒味を帯べる淡掲黄

　　　色となる。之れに類する反鷹を呈するものに荏酸アムモ＝ウヘグリココル等あり。

　（＝）繭暦アルコ　ル溶椥こαナフ1・一ル及び濃硫酸を加ふれぱ黄緑色を呈す。謬酸アンモ＝ウム

　　　及グリココル之れに類すo

以上の定性實瞼より繭暦アル＝・　一一ル液中にはフラボン様色素グリ＝　・7L、鰺酸アムモ＝ウム及び極

　微最Z）アスパラギン酸、竣酸アムモ昌ウム等存在するものと推定せらる。

（2）呈色反慮と解舎予

　（イ）　黄化反鷹は解好悪きもの程顯著なりo

（ロ）Enge1及Ma1ζris爾氏の反感は解好よきものは同一條件下で濃度大なる爲め呈色は深き傾

　　　向を有す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和7年1月15日受理）

文　　　献

奥正巳（郡琵研究彙報　第5劉駐田頁（昭利六年）

非上柳梧、田代茂（上田銀専同窓會報、第13朧b55頁（大正十四年）


